
けて設立されたノレイザ鉄道会社がこれを永縦し ， 1850 年にグ ア

ークニア ・ セソ トラ ノレ鉄道 と 改称され， さらに 1 868 年にチェサ

ピ ー ク ・ ア y ド ・ オハイオ鉄道 (The Chesapeake and Ohio 

Railroad Company) と 改称 された。 1878年の再組織により The

Chesapeake and Ohio Railway Company と 改称され現在に

至っ てい る。

この鉄道は主として既設鉄道の合併と線路の質収によ っ て大

きくなった。 1837 年のルイザ鉄道最初の 35km の線路は ， 1870 

年までにはわずかに 365km に物加したにすき.なか ったが，そ

の後の 30 年間に 2，376 km に効力JI し， 1 947 年ピ ー ア ・ マルクェ

ッ ト 鉄道会社 (Pe re Marquette Railway Co . ) の合併により ，

8 ，000km をこえるに至った。

主要線路は大西洋岸の ニ ュ ー ポート ・ ニュ ー ズ， および首都

ワ ツ γ トソから西へ向いウエス ト・ ヴ 7 ー ジ ニ ア州およびケソ

タッキ ー 州のm裂な依岡地帯を走ってノレイヴイノレおよびシ γ シ

ナチに主主し ， 北は ト レドにつ うじ， シソ γ ナチからシカゴに達

している。ノレディン ト γからミシブf γ 消lを横断して， ウィスコ

γγγ州のミノレ ウォーキ ー， マ ニト ウォッ F およびケウォ ー ニ

ーま で貨車航送が行われている。

ニュ ーポート ・ ニ ュ ーズには完備した港湾施設があっ て ， 月

約 2 百万 t の石炭およびその他の輸出貨物を取扱っている。ま

たトレドには上部大湖地方の言者浴とカナダ間の石炭および鉄鉱

石綿送を取扱う港湾施設がある。

1955 暦年度の巡翰成絞は，

~業収入 380,281,057 ドノレ

258,841 ,416 " 

68.07% 

営業~

営業係数

貨物輸送 ト γ数 121,712,784 t 

1 ト ン平均輸送キ ロ 468.74 km 

旅客輸送人員 1 ，261 ，849 人

1 人平均乗車キ ロ 330.90 km 

貨物輸送 ト ン数のうち鉱産物は 75.7 % ， 工業製品および雑♂E

目は 18.0 % を占めている。 1955 年末現在線路キロ数， 111両数，

船舶数およひ.年間平均従業員数は，

線路

軌間 1.435 m 

総営業キ ロ 8,263 km 

自社所有路線営業キロ 6,888 

総軌道延長 16,345 

自社所有軌道延長 13,616 

111 両

蒸気機関車 226 両

ディ ー ゼル電気軽量関車 797 

j;'{ lf;i 87,599 

'名 Z拝 387 

事業用車両 2,620 

保} 鮒 28 隻

従業員 32，361 人

主主主急行旅客列車としてはジョ ー ジ ・ ワ シ γ ト ソおよびスポ

ー ツ マンがエュ ーヨ-!7=セ γ トノレ イ スおよび γ カゴ聞に運転

されている。
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チェ y クリバー (英)check lever 照査てこ ともいい ， 1照査鎖

チェ y コ スロ

錠を行うためにmいられる。

信号扱所相互聞において， 相支障する進路がある場合， 相互

に連鎖関係をつけて過誤のない よう にしたものが照査鎖錠であ

るが，その鎖事~関係を簡単にする必要がある場合，別に設けら

れるてこを!照査てこ と いう。

その位置によって相手扱所の取扱を制限する場合と 自己扱所

の取扱を制限する場合と があり ， 相互打合わせててこを取扱う。

鎖錠は電気的に行われ，殴紋てこの場合には電気鎖錠君告を用い，

電気てこの場合には付属の鎖錠電磁石による。

てこは機紙てこにあっては11-速の連動後てこが用いられr 1{1 

気てこにあってはこの名称のてこを有する。ただし継電連動後

におっては， 他のてこと色を異にするのみである。(尾松広一)

チェ ッ コスロパキアのてっどう チェ γ コ スロパキアの鉄

道 東欧の中部， オ ー ストリアとハソガ リーと の北に接するチ

エ ッ コスロ パキア (Czechos lovakia) は， も と オ ー ス ト リア ・

ンガ リーに属していたが， 第 1 次大i獄中からð!ll立運動がし烈と

なり ， 1 918 ・ 10 ・ 28 に共和国建設の宣言を発した。

そのポヘミア，モ ラ ピアおよびシレジアは元のオ ー ストリア

から ， スロ パキアは元のハ γ ガ リ ーから分離したものである。

チエッJXロバキ 7の鉄道図

ド

イ

(Czechoslovak State Ra il ways) も ， その大部分が元のオース

トリア ・ ハソガリ一国有鉄道から分離したものである。けれど

も元のオーストリア地方における鉄道は，首都ウィ ー ンと ， 現

在のチエツコの首都プラ ー グ (Pragu e) の 2 を中心と した系統

をも ち，元のハ ンガ リ 一地方における鉄道はブタベス ト を中心

とする ものであったから，新生チエ ツ コにおける車両の交通系

統の確立はやや困難であった。 しかしこの改変された新系統は

約 160km の新幹線の建設と 200 km にわたり単線を復線に改

めることによ っておおむね達成された。

とこ ろが 1938 ・ 10 に行われたズデーテ ン辺境地裕のドイツへ

の山l綴により ， 既成の鉄道 3，656 km を失い， これとと もに機

関車 878 雨， 客"lï 2 ，528 両，貨車 26，815 両も談波された。さら

にその後第 2 次大戦でドイツ軍進駐に際し， ポヘミアとそラピ

アとの保護領の設i泣およびスロバキアとカノレパト ・ ノレ テニ 7

(Carpato-Ruthenia) と がチエツ コ から分離したと き ， またもや

鉄道 3，988km および客車 2，197 両， j;'{1匹 20， 1 72 両が創設された。

戦後 1954 ・ 5 にチエツコスロパキア共和国は再建され， さき

に引離された務地帯，これとともにそこの鉄道もまた回復され

た。その直後における国有鉄道の総営業キ ロ は 12，864 km であ

った。同国では 1938 年当時には固有鉄道のほかに若干の民有

鉄道もあり ， そのうち国有鉄道の管理に委されているもの 2，012

km ， 会社経営のもの 212 km であった。現在では社会主義国と

してすべて固有国営の下にある。

全国有鉄道は本庁をプラー グにtft く 巡輸省の経営の下にある

が， スロパキア地方の鉄道のためには プ ラティスラ パ (Brat­

i s l a va) にスロパ!7 illi輸局 (Slovak Transport Departm ent)が
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